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第 6章 エリンガム図を作成 
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 P(O2) 気圧 

             図 6  6(FeO)+O2=2(Fe3O4)  と 

                4(Fe3O4)+O2=6(Fe2O3) の「右辺－左辺」図 

 

 

      酸素(O2) １モルが純元素と反応して酸化物を生成するときの標準自由エネルギーの変 

      化を示す。 FeOは図 1と同じ。 

      赤線は △G = R*T*ln(P(O2)) であり、10**(-8)の線。 
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2Fe +O2 = 2FeO 
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                図 7   図 6上に 1300℃=1573K の線を追加した図 

 

                   1573Kにおける各酸化物の点を a’, b’, c’, d’, e’ とする。 

                   酸素分圧 10**(-8) との交点を a, b, c, d, e とする。 

 

 

 酸素分圧 10**(-8) 値を考える。図 8に Fe-O ２元系状態図の計算結果を示す。図 9に Fe-O ２元系

Phase Stability図の計算結果を示す。 

 

図 7における各酸化物線上の酸素分圧 10**(-8)値をそれぞれ a, b, c, d, e とすると、各点の温度が求ま

る。この温度は図 9 からでも求まる。この各点を図 8 上にプロットし、赤線のような等酸素分圧線が

得られる。 

 

 

6FeO +O2 = 2Fe3O4 



MDT 10 

1Fe-O2     P=1bar

CaTCalc 1.0

logP(O2)  (atm)
-2-4-6-8-10-12-14-16-18-20

T
 /

K

2000

1900

1800

1700

1600

1500

1400

1300

1200

1100

1000

900

800

700

600

500
0

Liq_iron Liq_oxide

Bcc

Fcc

Bcc Spinel (Fe3O4)

Halite
 (F

eO)

Corundum (Fe2O3)

Fe-xO     P=1bar

CaTCalc 1.0

O mol_fraction
.62.6.58.56.54.52.5

T
 /

K

2000

1900

1800

1700

1600

1500

1400

1300

1200

1100

1000

  

 g 

  

 

 f 

 e 

 e’              d          c      b’         a’ 

  

 

 

 

 P(O2)=10-8 
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図８ 平衡計算 

Fe-O ２元 

系状態図 
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図 9 平衡計算 

Fe-O ２元系 

Phase Stability 
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（全 4枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙にてさらに縦軸 p(CO)/p(CO2)の図を調べる。 
 
以上 （本書は印刷不可に設定） 
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